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( 1 ) 刑集 58 巻 1 号 1 頁。
( 2 ) いわゆる「尼崎連続変死事件」において、一連の事件の一つとして、尼崎
市内の一家が保険金を得る目的で、自己らと同居していた 50 歳代の男性に
対し、暴行を加えるなどして自殺を執拗に迫り、同男性をして沖縄県内の崖




































































































































































































































































































( 3 ) 間接正犯による殺人罪として説明するものが多いが (松浦繁「殺人罪にあ
たるとされた事例」最高裁判所判例解説刑事篇昭和 59年度 248 頁など)、直
接正犯による殺人罪を認めたものとする見解もある (前田雅英『刑法〔各
論〕第 5版』17頁)。
( 4 ) 同様の評価をするものとして、藤井敏明「自殺させて保険金を取得する目
的で被害者に命令して岸壁上から自動車ごと海中に転落させた行為が殺人未
遂罪にあたるとされた事例」最高裁判所判例解説刑事篇平成 16 年度 1 頁、
大野勝則「被害者の行為と殺人罪」『新実例刑法〔各論〕』334 頁。
( 5 ) 最判昭和 33. 11. 21 刑集 12 巻 15 号 3519頁、仙台高判昭和 27. 9. 15 高刑集
5 巻 11 号 1820 頁、名古屋高判昭和 34. 3. 24 下刑集 1 巻 3 号 529頁、福岡高
判平成 15. 8. 29高検速報 1437号など。











( 7 ) 法益関係的錯誤説については、佐伯仁志『刑法総論の考え方・楽しみ方』
218 頁など。













( 9 ) 橋田久「被害者に命令して岸壁上から自動車ごと海中に転落させた行為が
殺人未遂罪にあたるとされた事例」法学教室 289号 152 頁、吉川真理「被害




(10) 林幹人「被害者を強制する間接正犯」研修第 687号 3頁、豊田兼彦「自殺
行為の強制と殺人罪の成否」法学セミナー 593 号 115 頁、小林憲太郎「追い
詰められた被害者」立教法学 67号 84 頁、西方建一「実務刑事判例評釈」警




ジュリスト 1319号 175 頁、アクチュアル刑法各論 11 頁 (小林憲太郎)。
(13) 山口厚『新判例から見た刑法第 2版』15 頁、伊東研祐「被害者を利用し
た殺人」平成 16 年度重要判例解説 155 頁、井田良「自殺関与剤と同意殺人
罪」刑事法ジャーナル No. 4 (2006 年) 133 頁、山中敬一「最近の刑法総論


































































































(18) 大谷實『刑法講義総論新版第 4版』145 頁は、このような強制された者の
行為については、その行為性を否定し、単なる身体活動とするが、これを利
用した場合を間接正犯の一類型とする。
(19) 前掲 藤井 14 頁。
(20) 前掲 藤井、大野勝則「被害者の行為と殺人罪」『新実例刑法〔各論〕』334














































(22) 東京地立川支判平成 24. 2. 24LLI/DB06730143。
被告人らが、自宅に住みこませていた被害者を自殺させ、これを事故死と
偽って保険金を取得しようと企て、再三にわたり、被害者に対して「生きて
ても金にならねえんだから、死んで俺たちに孝行しろよ。」などと申し向け
て自殺を慫慂し、崖から飛び降りる方法を教示し、崖下まで障害物のない地
点に立たせて後ろ向きに転落させて頭部等を地面に強打させて死亡させた事
案。自殺教唆・同幇助での起訴であり、裁判所も自殺教唆を認めた。
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